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１．ＰＣＢ処理安全監視委員会について

２．安全大会の開催

平成２８年８月

豊田ＰＣＢ廃棄物処理 事業だより(Ｎｏ.１４８）

７月１日（金）に豊田ＰＣＢ処理事業所で
安全大会を開催いたしました。

この安全大会は、平成２８年度全国安全

週間（７月１日～７日）を受け、豊田ＰＣＢ

廃棄物処理施設で働く全従業員の安全

意識の高揚を図ることを目的としていま

す。

大会では副所長及び運転管理会社社長

が全従業員に対して安全訓話を行いま

した。

７月１２日（火）に、平成２８年度第１回「豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会」（主催：豊田市）が

豊田ＰＣＢ処理事業所で開催されました。

今回の監視委員会では、ＪＥＳＣＯからは東海地域にあるＰＣＢ廃棄物の処理完了に向けた年

度別の処理予測量等の説明を行い、今後新たに出てくると思われる処理対象物量を推定した

上で、ＰＣＢ廃棄物処理基本計画に定められたＪＥＳＣＯの計画的処理完了期限までに処理を

完了することが出来る状況であることを確認していただきました。また、今後速やかに、未だＪ

ＥＳＣＯに登録されていないＰＣＢを使用した電気機器の掘り起こし調査を実施し、処理するべ

き対象物の数量を確定していくことが重要であるとの認識を委員会において確認いたしました。

また、豊田ＰＣＢ処理事業所での操業状

況や運転廃棄物の処理状況の報告等に

加えて、６月に洗浄工程においてＰＣＢを

含まない洗浄油の工場建屋内での漏洩

についての対応状況も報告しました。

豊田市からは豊田ＰＣＢ処理事業所への

立入検査結果等についての説明がありま

した。

そして、環境省からは、ＰＣＢの早期処理

完了に向けたＰＣＢ廃棄物の適正な処理

の推進に関する特別措置法の改正内容

が説明されました。



３．総合防災訓練の実施

４．産業医による健康講話の実施について

５．交通安全街頭活動を行いました
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７月１１日（月）に豊田市の「夏の交通安全
市民運動」の一環として行われた「全市一
斉交通安全街頭活動」に参加しました。

豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設からはＪＥＳＣＯ、
運転管理会社の社員約３０名がのぼりやタ
スキ、ハンドサインなどを持ち、ドライバーに
『安全運転』『ゆっくり停止・発進』などを呼び
かけました。

豊田事業所では社員の健康管理の一環として、産
業医による健康講話を定期的に実施しており、本
年度第１回目を６月２８日（火）に開催しました。

今回のテーマは「糖尿病の予防について」
糖尿病の症状解説、予防に有効な食生活や運動、
睡眠時間との関係性などについての講演をしてい
ただきました。講演の後半では簡単にできるスト
レッチを紹介いただき、受講者全員で実際に体を
動かして体験しました。
生活習慣病である糖尿病の予防には、常日頃から
の食生活の改善と運動、そして質の良い睡眠が不
可欠であることを教えていただきました。

豊田ＰＣＢ処理事業所では、４直による勤務体制

のため、７月、８月の間に４回に分けて防災訓練

を実施します。 この訓練では、深夜の火災発生

を想定し、少人数の夜勤者による初期消火での

役割の確認や消火活動等を行い、併せて夜間の

事故発生時における豊田市への緊急通報訓練を

実施しております。

また、７月２９日（金）には、ＪＥＳＣＯ、運転管理会

社合同の防災訓練を実施し、終了後には豊田市

消防本部予防課から講評をいただきました。


